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学生への指導方針 

学生さんが情熱を持って研究継続するために何が必要か？教室のみんなが教えてくれます。

また研究者・教育者として必須の姿勢を指導します。個々の学生さんが何を目指すかによっ

て対応していきますが、研究には探求心・誠実・継続性・独創性が必須です。これらを博士

課程で身につけてください。具体的には、学位論文を英語で書ける力をつけるために必要な

能力（研究立案から具体的計画、結果の解釈までできる力）が備わるようにします。 

学生に対する要望 

イメージングと情報伝達どちらかに興味があって研究したいという熱意を持った方でした

ら是非一度見学に来てください。自主性に任せる部分と指導していかないと先に進まないと

ころははっきり区別していきます。論理的にかつ明確に自分の行おうとすること、してきた

ことを説明できるような研究を目指しますので、興味を持ったら連絡してください。 

問 合 せ 先 

(Tel) 06-6833-5012 内線 2508 

担 当 者 望月 直樹 
(Email) nmochizu@ri.ncvc.go.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
まずは、連絡してください。 

（以下教室紹介） 

研究テーマは、「イメージングによる循環器の発生・病態の理解」です。具体的には、ゼブラフィッシュ・マウス

を用いて、イメージング技術を駆使することにより形態観察とそれを制御する分子メカニズムを解明していく実

験を行っています。ゼブラフィッシュは、透明、遺伝子操作が簡単、体外発生、循環器系の発生が５日くらいで

大まかに完了する、などの特徴があり、循環器の発生研究の良いモデルとなっています。どのようにして、中胚

葉由来の心臓・血管・血球が“循環”を成立させるのか？まだまだ完全に理解されていないことから、哺乳類ま

で保存された、情報伝達系の解明により“循環”が発生段階で整えられていくのかを理解する研究を行っていま

す。 

教室の特徴：大学の講座と違い学生は学年に一人か二人ですが、ポスドクやスタッフの数が多く、実験補助員も

経験が長いために事細かく指導できる体制です。加えて、イメージング機器は充実しており、共焦点顕微鏡（５

台）や light sheet 顕微鏡、二光子顕微鏡、超解像顕微鏡などが教室に揃っていて、いくらでもイメージングを

行うことができます。また、遺伝子改変ゼブラフィッシュの作製も実験補助さんが助けてくれますので、アイデ

アがあれば何でもイメージングと遺伝子改変を融合した実験が可能です。 
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